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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1)  経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、安倍内閣による各種経済政策の効果から、

景気は全般的に回復基調が続きました。しかし、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動か

ら個人消費は弱含みで推移し、住宅投資も同じく減少の動きが見られました。 

企業の設備投資は回復基調の兆しは見られましたが、今後の景気見通しには不透明感もあり、

本格的な設備増強の動きは限定的なものとなっています。 

当社グループを取り巻く経営環境につきましては、主要需要先であるセメント業界の６月の国

内販売量が、工事現場での作業員不足が原因で生コンクリートの出荷が低迷し、１８ヶ月振りに

前年を下回るなど頭打ちの状況が見られるなか、耐火物事業は売上高が回復傾向を辿ったものの、

原燃料価格上昇の影響もあり前年同四半期の利益を若干下回る結果となりました。 

プラント事業は、環境関連の設備投資の増加により前年同四半期比で大幅に業績が回復した一

方、建材及び舗装用材事業は競合激化、コスト増加により受注、売上高、利益面ともに厳しい結

果となりました。また、不動産事業は本年１月末に購入したオフィスビルの賃貸収入が増加し、

収益の底上げに寄与しました。以上により、総合的には第１四半期の業績は好調なものとなりま

した。 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における連結業績は、売上高2,567百万円（前年同四半

期比25.0％増）、営業利益202百万円（前年同四半期比569.1％増）経常利益213百万円（前年同四

半期比380.7％増）、四半期純利益134百万円（前年同四半期比289.3％増）となりました。 

 

(2)  財政状態に関する説明 

（資産の状況） 

流動資産は、たな卸資産や有価証券などが減少したものの、受取手形及び売掛金が増加したこ

となどにより、全体としては7,907百万円（前連結会計年度末比３百万円増）となりました。固定

資産は、投資有価証券などが増加したものの、長期性預金が減少したことなどにより、全体とし

ては4,870百万円（前連結会計年度末比18百万円減）となりました。その結果、資産合計では、

12,777百万円（前連結会計年度末比15百万円減）となりました。 

（負債の状況） 

流動負債は、未払消費税等などが増加したものの、支払手形及び買掛金や賞与引当金が減少し

たことなどにより、全体としては3,910百万円（前連結会計年度末比210百万円減）となりました。

固定負債は、退職給付に係る負債の増加などにより、全体としては1,686百万円（前連結会計年度

末比23百万円増）となりました。その結果、負債合計では、5,597百万円（前連結会計年度末比

187百万円減）となりました。 

（純資産の状況） 

純資産は、利益剰余金やその他有価証券評価差額金が増加したことなどにより7,180百万円（前

連結会計年度末比172百万円増）となり、自己資本比率は51.1％（前連結会計年度末比1.2ポイン

ト増）となりました。 

 

(3)  連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当第１四半期は、上記のとおりでありますが、平成26年５月９日発表の第２四半期連結累計期

間及び通期の業績予想に変更はありません。 

なお、業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は今後様々な要

因により、予想数値と異なる可能性があります。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1)  当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

当第１四半期連結会計期間において、当社の連結子会社でありました美濃窯業製陶株式会社及
びモノリス株式会社は、当社を存続会社とする吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除
外しております。 
 

(2)  四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

一般債権の貸倒見積高の算定 

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化

がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定してお

ります。 

 

(3)  会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 （継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

 （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

 （セグメント情報等） 

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 
報告セグメント 

その他
(注)１

合計 
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３ 

耐火物 プラント
建材及び
舗装用材

不動産
賃貸 

計 

売上高  

  外部顧客への
売上高 

982,245 578,978 473,611 10,526 2,045,362 8,062 2,053,424 － 2,053,424

  セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

359,940 － 7,657 2,351 369,949 9,678 379,628 △379,628 －

計 1,342,186 578,978 481,269 12,877 2,415,312 17,741 2,433,053 △379,628 2,053,424

セグメント利益 69,934 △3,804 △6,646 8,643 68,126 1,403 69,530 △14,867 54,663

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、外注事業等を含んでおります。 

２ セグメント利益の調整額△14,867千円には、セグメント間取引消去△10,806千円、各報告セグメントに配 

分していない全社費用8,909千円、及びたな卸資産の調整額△12,970千円が含まれております。全社費用

は、報告セグメントに帰属しない固定資産売却益等であります。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の税金等調整前四半期純利益と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 （固定資産に係る重要な減損損失） 

各報告セグメントに配分していない全社資産において遊休資産の帳簿価額を回収可能価額まで減

額したことにより、12,390千円の減損損失を計上しております。 
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間（自  平成26年４月１日  至  平成26年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 
報告セグメント 

その他
(注)１

合計 
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)３ 

耐火物 プラント
建材及び
舗装用材

不動産
賃貸 

計 

売上高 

  外部顧客への
売上高 

1,134,872 931,004 431,589 52,190 2,549,657 17,721 2,567,379 － 2,567,379

  セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

303,457 － 600 2,351 306,410 － 306,410 △306,410 －

計 1,438,330 931,004 432,190 54,542 2,856,067 17,721 2,873,789 △306,410 2,567,379

セグメント利益
又はセグメント
損失（△） 

68,393 149,233 △9,637 40,230 248,219 3,541 251,761 △23,870 227,890

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、外注事業等を含んでおります。 

２ セグメント利益の調整額△23,870千円には、セグメント間取引消去△5,846千円、各報告セグメントに配 

分していない全社費用14,324千円、及びたな卸資産の調整額△32,348千円が含まれております。全社費

用は、報告セグメントに帰属しない投資有価証券売却益であります。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の税金等調整前四半期純利益と調整を行っております。 

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
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